
　今春、本学における学生本位の対応姿勢や多大な支援のもと

での修学環境の維持・充実の取組みに理解を示され、中央大学

に学びの場を求める皆さんを、教職員一同、心から歓迎致します。

皆さんが大学進学のために重ねられた努力を讃えますとともに、

本学への入学をお祝い申し上げます。

　中央大学は1885年に「英吉利法律学校」として創立されて以

来、「實地應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神のもとに、137年の

歴史と白門を象徴とする伝統と実績を築き、いつの時代にも社会

を支え、未来を拓く人材を育成し、社会に貢献することを使命とし

て参りました。学問や研究は、実社会とそこに生きる人々に無縁

ではなく、現実事象から課題を発見し、理論を還元するといった

形で、社会の営みとの相互作用により発展すべきです。常に時代

とともにあり、社会の変化に適合するよう進化する。「實地應用ノ

素ヲ養フ」は、このような学問研究の姿勢に根ざす教育観を表し

たものです。したがって「素」とは社会に応用できる力の素地であ

り、「素ヲ養フ」とは知識はもとより、さまざまな体験や人との交流

の中で培われるコミュニケーション力や議論する力、組織的な判

断力、そして弛まず学び続ける力の涵養にほかなりません。

　社会は今、アフターコロナを見据えた新しい道筋を模索してい

ます。未曾有のコロナ禍にあって、産業構造やその社会基盤の変

化が顕著です。また、多様化の時代を迎え、私たち人類は、従事す

る当面の仕事や得意分野にこだわらず、異分野との融合、そして、

まったく新しい人間関係や組織間の有機的相互関係をもって、新

たな世界を共創していく時代に直面しています。これから本学で

学び、学生生活から得る成果を、新たな世界に価値あるものとし

て実装できるよう心掛けていただくことを、心から期待していま

す。そのことこそが本学のユニバーシティ・メッセージである「行

動する知性。」を、ご自身によって体現することになるからです。

　さまざまな困難と不自由のなかでも、希望と志をもって勉学に

励む皆さんを、私たち教職員一同は、精一杯、応援しています。く

れぐれも健康に留意され、将来に向けた歩みを着実に進められる

ことを心から願っています。皆さんのご健康とご活躍を心から祈

念して、お祝いのご挨拶と致します。
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　新入生の皆さん、ご入学、まことにおめでとうございます。

皆さんが中央大学法学部に入学されましたことを歓迎いた

しますとともに、心からお祝いを申しあげます。今日にいた

るまで、新入生の皆さんを励まし、支えてこられた、ご家族の

皆さん、そしてご関係の皆さんにも、祝意と敬意を表します。

　新入生の皆さんは、大学という時間と空間にどのような期

待を寄せているでしょうか。苅谷剛彦＝吉見俊哉『大学はも

う死んでいる？ トップユニバーシティーからの問題提起』

（集英社新書〔2020年〕279頁）は、ヨハン・ホイジンガ『ホ

モ・ルーデンス』における主張を敷衍するならばとして、「自

由の根幹は遊ぶことにあり、この遊びの時間の中にこそ大

学の学びの時間の根幹もある。」、「大学の魅力と学問への

信頼は、社会に上手に適合すれば得られるものではない。む

しろそんな社会から悠々と跳躍する力が知に求められる。大

学が遊びに満ちた結界であることは、ますます必要なのであ

る。」と、今日のアカデミック・キャピタリズムをやんわりと躱

しつつ、鮮やかに喝破しています。そこで参照された『ホモ・

ルーデンス』（高橋英夫・訳、中公文庫・改版〔2019年〕）は、

1938年、ライデン大学の学長であったヨハン・ホイジンガに

よる名著で、「われわれ人間は、理性を信奉していたある世

紀がとかく思い込みがちであったほど理性的であるとは、と

うてい言えないことが明らかになった」（11頁）との認識のも

と、ホモ・サピエンスと並ぶ人間存在の根源的な様態を示す

ものとして「ホモ・ルーデンス（つまり、遊ぶ人）」を提出し、そ

の第一の特徴として、遊びとは「何にもまして一つの自由な行

動である」（30頁）と指摘するのです。

　大学という時間と空間は、規律ある自由にあふれていま

す。その自由をどのように享受し、謳歌していくか、それは新

入生の皆さんの手の中にあります。学問を究めるもよし、資

格試験の準備に邁進するもよし、部活動に熱中するもよし、

海外留学して見聞を広めるもよし、ボランティア活動に勤し

むのもよし、どのようであれ、新入生の皆さんには、中央大

学法学部で無限の可能性を追求しつつ、「行動する知性。」

を身に付けてほしいと願っています。

　残念なことに、現下の社会状況のもとでは制約があり、ま

た多くの困難もあるでしょう。けれども、そのような中にあっ

ても、わたくしたち中央大学法学部の教職員は、新入生の皆

さんを支援し、協働するために存在します。いつでも遠慮な

く声をかけてください。
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　ご入学おめでとうございます。皆さんが経済学部に進学

した理由は何でしょうか。経済学部が第一志望だった人、学

部よりも中央大学を志望していた人、実はそのいずれでも

なかった人。理由はともあれ、私は、皆さんが経済学部に進

学したことは、とても良かったことだと思っています。それ

は、経済学は簡単に正解が出る学問ではなく、本やイン

ターネットの文章を暗記しても、何にもならない学問だから

です。

　たとえば、「少子高齢化が進むと高齢者を支える人が少

なくなる、だから年金制度を維持するには消費税を増税す

るしかない」といったことが、ニュースやワイドショー、時に

は政府や「識者」からも言われます。これは、ある見方に基

づけば正しいですし、別の見方に基づけば正しくありませ

ん。ここではほんの一例にすぎませんが、一口に「経済学」

と言っても、そこには多種多様な見解があります。ある授業

で習ったことが、別の授業では全否定されるというように、

高校時代では考えられなかったことにも巡り合うでしょう。

しかし、この多種多様な考え方を学ぶことこそ、テレビやイ

ンターネットなどの「見解」であっても鵜呑みにしない知識

と判断力、思考力とを身に着けることにつながるのです。し

かも経済学部では、それを一人で勉強するのではなく、ゼミ

などを通じて、異なる意見の友人たちと議論をしながら学

ぶのです。

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、誰もが緊急事態宣

言の下で自粛することを仕方のないものとして受け入れ、

それ以外の考え方を持つことが許されないような、一歩間

違うと危険な雰囲気を生みました。こうした時代だからこ

そ、今起きている出来事に対して、一人ひとりが複数の見解

を吟味したうえで、確固とした考え方に立つことが問われま

す。それを可能にするのが、多様な見方を提供する経済学

部での学びです。

　もちろん、勉強以外にも色々挑戦して下さい。私は学生時

代、授業、ゼミ、部活、アルバイトのどれも力を入れ、毎日の

予定が埋まっていました。他にも留学、ボランティア、遊びな

ど何でもよいので、皆さんが中央大学という場を最大限利

用し尽くすつもりで学生生活を楽しんでくれることを、心よ

り願っています。
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。本日この

日を迎えられましたことを、教職員一同心よりお慶び申し上

げます。また、ご家族様をはじめ、これまで常に寄り添い、励

ましてこられた皆様方にも心よりお祝い申し上げます。皆さ

んの夢と希望をかなえるために、少しでもお役にたてること

を教職員一同願ってやみません。どうぞ、中央大学でしか得

られない、充実した大学生活を築いてください。

　中央大学商学部では、ビジネスの原理を中心に学んでい

きます。企業を経営するにはどうしたらよいか。企業が必要

とするお金はどうやって調達したらよいか。作った製品をど

のようにしたら多くの消費者にとどけることができるか。そ

して、どのようにしたら1年間の活動の成果を正しく伝える

ことができるか。このうちのどれか1つが欠けただけでも、ビ

ジネスはうまくいかなくなります。中央大学商学部では、こ

のそれぞれに専門学科が対応して専門的な研究と教育を

行うとともに、学科間の垣根をできるだけ低くすることで、1

つの専門知識だけに偏らないように、カリキュラムが工夫さ

れています。また、ビジネスに直接かかわることだけでなく、

企業をとりまく経済や法律について、あるいは歴史、環境、

文化についても広く学ぶことができます。大学での学修は

皆さん自身で設計するものです。ご自分の夢と希望を叶え

るために、皆さんならではの時間割を作って、実りある大学

生活を送ってください。

　昔、ある経済学者がこんなことを言いました。「漸進もま

た行動である。無為にたたずむことの上品な別名ではな

い」。「漸進」とは漸近線などという言葉があるように、だんだ

んと進むこと、少しずつゆっくり進むことを言います。学問も

部活での練習も、その成果が現われるには長い時間が必要

です。1日や2日ですぐに結果が現われるものではありませ

ん。私たちはつい、すぐに結果が現われないと、これは何もし

ていないのと同じことで、無駄な時間を過ごしているのでは

ないか、と考えてしまいます。しかし、たとえゆっくりでも、そ

れは進んでいるのであって、止まっているのではないので

す。皆さんのこれからの努力は、あとで必ず大きな実りをもた

らします。それを信じて、少し難しい勉強、少しきつい練習、

少し高めの目標に、果敢に取り組んでいってください。

　中央大学商学部は、さまざまなかたちで皆さんをサポー

トします。皆さんの大学生活が、皆さんお1人おひとりにとっ

て、かけがえのない日々となることを心より願っています。
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。教職

員一同、皆さんを歓迎します。また、ご家族の皆様にも心

よりお慶び申し上げます。特に今年はコロナ禍のために

ここに至るまでのご苦労はとても大きかったと思います。

それだけに、皆さんやご家族の喜びと安堵もひとしおな

のではないでしょうか。

　皆さんに二点、アドバイスをします。

　まず一点目は、これは至極当然のことなのですが、

「しっかり勉強してください」ということです。理工学部の

10学科では、それぞれの学科の教員が各分野に応じた

優れたカリキュラムを組み立て、各科目で充実した内容

の教育を行っています。これを皆さんには是非最大限活

用して欲しいと思います。どれだけ優れた教育が行われ

ていても、それを皆さんが受け止めなければ皆さんの力

になりません。単純化すると、教育の質と皆さんの努力と

の積（ベクトルで考えるなら内積）の時間積分が、皆さん

が獲得できる能力（コンピテンシー）になります。この値

を大きくするにはどうすれば良いか、お分かりですね。

　もう一点は、「勉強以外のことにも是非取り組んで下さ

い」ということです。理工学部のカリキュラムはなかなか

ハードではありますが、それでも若さに溢れた皆さんな

ら時間を作り出すこともできると思います。何に取り組む

かは皆さん次第で、例えば部活やサークルでもアルバイ

トでもボランティアでも何でも良いと思います。そういっ

た課外活動も通して、良き友人を作り、コミュニケーショ

ン力や人間力を向上させ、そして何より大学生としての

生活を謳歌して欲しいと思います。ただし、そちらに力を

注ぎすぎて本分の勉強がおろそかになることはないよ

う、くれぐれも気を付けて下さい！　また、4年生になると

皆さんは研究室に所属して卒業研究に取り組み、さらに

大学院で本格的に研究を行っていくことになります。こ

の段階に至ると、皆さんの生活は研究室での活動、研究

一色となり、課外活動にあまり時間を割けなくなることも

覚悟しておいて下さい。

　様々な分野で活躍されている皆さんの多くの先輩方と

同様に、学部時代に勉強も課外活動も頑張り、大学院で

優れた研究成果を挙げて、社会に巣立って中央大学で

獲得したコンピテンシーを活用して活躍する、そういう

キャリアを是非歩んで欲しいと願っています。

理工学部長

梅田 和昇
UMEDA Kazunori

異
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　ご入学おめでとうございます。故郷を旅立ち、大学という

異郷の地にやって来た新入生の皆さんにまず伝えたいこと

があります。ぜひ大学という異郷の地を生かしてください。

異郷の地で、はじめてひとはものを考えます。慣れない環境

での居心地の悪さも、「何かを考える環境として、そう悪くな

いのかな」と自分に言い聞かせ、新たなことに驚嘆する気

持ちと探求心を持ち続けるようにしてください。

　「無為な時間」も大切です。大学生の頃の私は、なかなか

ダメな自分を受け入れられず、実に頭の悪いやり方で、ただ

やみくもに、右へ左へと疾走し、挫折し、悩みうずくまる時間

を過ごしました。しかしその「無為な時間」は、後の自分の

人間としての幅、懐の深さにつながる貴重な体験だったと

いまは理解できます。体育会でリーグ戦のために合宿し、自

分の専門とは異なる物理学や脳科学、インド哲学、イタリア

史、ドイツ文学、たくさんの語学の授業などを受講し、先生

方が参加する研究会や市民の方たちの集いにも顔を出さ

せてもらいました。つまりは、大学内外の“異郷／異教／異

境”の地を放浪していたことになります。

　最初は、“たったひとりで異郷／異教／異境の地に降り立

つ”という気持ちでしたが、様々な先生や先輩や同級生や

街のひと、異なるタイプの様々な他者に出会いました。居場

所のなさ、居心地の悪さのなかで、複数の目で見て、複数の

声を聴き、複数のやり方で考え書いていくことを学びまし

た。卒業間際になって、“ともに（共に／伴って／友として）

創ることを始める”ことの意味を体感しました。同期のゼミ

生といっしょに卒業論文を書いた体験は、大学教員となっ

てから、学生の皆さんといっしょに学ぶ場を創っていくとい

うスタイルへとつながっています。

　大学での学問は、「われもひとなり、かれもひとなり、われ

もいきもの、かれもいきものなり、われもかれも、ものよりい

で、ものにかえるものなり」――どんなひとであれ、どんな生

き物であれ、どんな自然であれ、ただ存在するという理由の

みによって静かに尊重されるような世界をつくるための

“智”です。

　これから前人未踏の地（no-man's-land）を歩いて行くの

だという気持ちで、縦横無尽に様々な領域を横断して、「失

敗」も気にせず、自分を開いて、うごいてみてください。あな

たの“出会い”が、味わい深いものとなりますように！

文学部長

新原 道信
NIIHARA Michinobu
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんのこ

れまでの努力に敬意を表し、教職員一同心から歓迎いたしま

す。また、皆さんをこれまで支えてきてくれたご家族にも心から

お喜び申し上げます。

　大学での学びでは、知識のインプットだけでなく、知識をいか

に活用し、どんな価値を生み出すかも重要になります。何を、い

つ、どうやって学ぶかなど、自由裁量が大きい。好きなことを学

べるので、好奇心や様々なことに疑問をもつことが大切です。ま

た、自由であるが故に自己規律が求められます。皆さんには大き

な可能性がありますが、ボーっと生きていると何にもならない可

能性も同じくらいある。コロナ禍のせいにして勉学を疎かにする

人と、他人に差をつけるチャンスと捉え真摯に学問に向き合う

人とでは、後々大きな実力差がつきます。中央大学では實地應

用ノ素、すなわち不確実性の時代でも様々な変化にしなやかに

対応できる基礎力の高さを身につけて欲しいと思います。

　学問はスポーツや芸術と似ています。基礎の習得には地道

な努力が必要です。部活などで一見単純な基礎練習を日々繰

り返した人も多いと思います。でも、基礎を固めたからこそ、そ

れを自由に応用する楽しさが待っていたはずです。大学でも基

礎を学び、興味のある研究テーマを見つけ、学問の楽しさを実

感してください。

　なぜ富士山は高く美しいのか。それは裾野が広いから。自分

を高めるために、多くの経験を積み視野を広げてください。学際

性と国際性を特徴とする総合政策学部では社会問題の解決を

志向しますが、社会は多様で、変化も速く、複雑です。例えば、国

家対立の背後には、政治体制や経済政策などの違いだけでな

く、人種や宗教、歴史観の違いなど様々な要因があります。だか

らこそ、複数の学問から本質に迫るアプローチが有用なのです。

面倒なことに、一つの解決策が別の問題を引き起こすことがよ

くある。新型コロナ対策でも、人流を抑制する防疫と経済の活性

化という相反する施策のバランスが問われました。社会問題で

は、正解は一つとは限らず、正解がない場合も複数ある場合も

ある。白か黒かの単純な二択ではなく灰色も実に多い。さらに、

時代とともに正解が変わることさえある。だからこそ、複眼思考

とデータなどの証拠に基づく論理的な議論が重要なのです。

　人生に大きな影響を与えるのは、得てして先人の知恵が詰

まった書物か、人との出会いだと思います。大いに研究し、社

会勉強し、生涯の友人を得てください。中央大学での学生生活

が実り多いものとなりますように。

総合政策学部長

青木 英孝
AOKI Hidetaka
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。本日この

日を迎えられましたことを、教職員一同心よりお慶び申し上

げます。また、ご家族様をはじめ、これまで常に寄り添い、励

ましてこられた皆様方にも心よりお祝い申し上げます。皆さ

んの夢と希望をかなえるために、少しでもお役にたてること

を教職員一同願ってやみません。どうぞ、中央大学でしか得

られない、充実した大学生活を築いてください。

　中央大学商学部では、ビジネスの原理を中心に学んでい

きます。企業を経営するにはどうしたらよいか。企業が必要

とするお金はどうやって調達したらよいか。作った製品をど

のようにしたら多くの消費者にとどけることができるか。そ

して、どのようにしたら1年間の活動の成果を正しく伝える

ことができるか。このうちのどれか1つが欠けただけでも、ビ

ジネスはうまくいかなくなります。中央大学商学部では、こ

のそれぞれに専門学科が対応して専門的な研究と教育を

行うとともに、学科間の垣根をできるだけ低くすることで、1

つの専門知識だけに偏らないように、カリキュラムが工夫さ

れています。また、ビジネスに直接かかわることだけでなく、

企業をとりまく経済や法律について、あるいは歴史、環境、

文化についても広く学ぶことができます。大学での学修は

皆さん自身で設計するものです。ご自分の夢と希望を叶え

るために、皆さんならではの時間割を作って、実りある大学

生活を送ってください。

　昔、ある経済学者がこんなことを言いました。「漸進もま

た行動である。無為にたたずむことの上品な別名ではな

い」。「漸進」とは漸近線などという言葉があるように、だんだ

んと進むこと、少しずつゆっくり進むことを言います。学問も

部活での練習も、その成果が現われるには長い時間が必要

です。1日や2日ですぐに結果が現われるものではありませ

ん。私たちはつい、すぐに結果が現われないと、これは何もし

ていないのと同じことで、無駄な時間を過ごしているのでは

ないか、と考えてしまいます。しかし、たとえゆっくりでも、そ

れは進んでいるのであって、止まっているのではないので

す。皆さんのこれからの努力は、あとで必ず大きな実りをもた

らします。それを信じて、少し難しい勉強、少しきつい練習、

少し高めの目標に、果敢に取り組んでいってください。

　中央大学商学部は、さまざまなかたちで皆さんをサポー

トします。皆さんの大学生活が、皆さんお1人おひとりにとっ

て、かけがえのない日々となることを心より願っています。

商学部長

井上 義朗
INOUE Yoshio
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。教職

員一同、皆さんを歓迎します。また、ご家族の皆様にも心

よりお慶び申し上げます。特に今年はコロナ禍のために

ここに至るまでのご苦労はとても大きかったと思います。

それだけに、皆さんやご家族の喜びと安堵もひとしおな

のではないでしょうか。

　皆さんに二点、アドバイスをします。

　まず一点目は、これは至極当然のことなのですが、

「しっかり勉強してください」ということです。理工学部の

10学科では、それぞれの学科の教員が各分野に応じた

優れたカリキュラムを組み立て、各科目で充実した内容

の教育を行っています。これを皆さんには是非最大限活

用して欲しいと思います。どれだけ優れた教育が行われ

ていても、それを皆さんが受け止めなければ皆さんの力

になりません。単純化すると、教育の質と皆さんの努力と

の積（ベクトルで考えるなら内積）の時間積分が、皆さん

が獲得できる能力（コンピテンシー）になります。この値

を大きくするにはどうすれば良いか、お分かりですね。

　もう一点は、「勉強以外のことにも是非取り組んで下さ

い」ということです。理工学部のカリキュラムはなかなか

ハードではありますが、それでも若さに溢れた皆さんな

ら時間を作り出すこともできると思います。何に取り組む

かは皆さん次第で、例えば部活やサークルでもアルバイ

トでもボランティアでも何でも良いと思います。そういっ

た課外活動も通して、良き友人を作り、コミュニケーショ

ン力や人間力を向上させ、そして何より大学生としての

生活を謳歌して欲しいと思います。ただし、そちらに力を

注ぎすぎて本分の勉強がおろそかになることはないよ

う、くれぐれも気を付けて下さい！　また、4年生になると

皆さんは研究室に所属して卒業研究に取り組み、さらに

大学院で本格的に研究を行っていくことになります。こ

の段階に至ると、皆さんの生活は研究室での活動、研究

一色となり、課外活動にあまり時間を割けなくなることも

覚悟しておいて下さい。

　様々な分野で活躍されている皆さんの多くの先輩方と

同様に、学部時代に勉強も課外活動も頑張り、大学院で

優れた研究成果を挙げて、社会に巣立って中央大学で

獲得したコンピテンシーを活用して活躍する、そういう

キャリアを是非歩んで欲しいと願っています。

理工学部長

梅田 和昇
UMEDA Kazunori

異
郷
の
地
で
、ひ
と
と
出
会
い
、考
え
る

　ご入学おめでとうございます。故郷を旅立ち、大学という

異郷の地にやって来た新入生の皆さんにまず伝えたいこと

があります。ぜひ大学という異郷の地を生かしてください。

異郷の地で、はじめてひとはものを考えます。慣れない環境

での居心地の悪さも、「何かを考える環境として、そう悪くな

いのかな」と自分に言い聞かせ、新たなことに驚嘆する気

持ちと探求心を持ち続けるようにしてください。

　「無為な時間」も大切です。大学生の頃の私は、なかなか

ダメな自分を受け入れられず、実に頭の悪いやり方で、ただ

やみくもに、右へ左へと疾走し、挫折し、悩みうずくまる時間

を過ごしました。しかしその「無為な時間」は、後の自分の

人間としての幅、懐の深さにつながる貴重な体験だったと

いまは理解できます。体育会でリーグ戦のために合宿し、自

分の専門とは異なる物理学や脳科学、インド哲学、イタリア

史、ドイツ文学、たくさんの語学の授業などを受講し、先生

方が参加する研究会や市民の方たちの集いにも顔を出さ

せてもらいました。つまりは、大学内外の“異郷／異教／異

境”の地を放浪していたことになります。

　最初は、“たったひとりで異郷／異教／異境の地に降り立

つ”という気持ちでしたが、様々な先生や先輩や同級生や

街のひと、異なるタイプの様々な他者に出会いました。居場

所のなさ、居心地の悪さのなかで、複数の目で見て、複数の

声を聴き、複数のやり方で考え書いていくことを学びまし

た。卒業間際になって、“ともに（共に／伴って／友として）

創ることを始める”ことの意味を体感しました。同期のゼミ

生といっしょに卒業論文を書いた体験は、大学教員となっ

てから、学生の皆さんといっしょに学ぶ場を創っていくとい

うスタイルへとつながっています。

　大学での学問は、「われもひとなり、かれもひとなり、われ

もいきもの、かれもいきものなり、われもかれも、ものよりい

で、ものにかえるものなり」――どんなひとであれ、どんな生

き物であれ、どんな自然であれ、ただ存在するという理由の

みによって静かに尊重されるような世界をつくるための

“智”です。

　これから前人未踏の地（no-man's-land）を歩いて行くの

だという気持ちで、縦横無尽に様々な領域を横断して、「失

敗」も気にせず、自分を開いて、うごいてみてください。あな

たの“出会い”が、味わい深いものとなりますように！

文学部長

新原 道信
NIIHARA Michinobu
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんのこ

れまでの努力に敬意を表し、教職員一同心から歓迎いたしま

す。また、皆さんをこれまで支えてきてくれたご家族にも心から

お喜び申し上げます。

　大学での学びでは、知識のインプットだけでなく、知識をいか

に活用し、どんな価値を生み出すかも重要になります。何を、い

つ、どうやって学ぶかなど、自由裁量が大きい。好きなことを学

べるので、好奇心や様々なことに疑問をもつことが大切です。ま

た、自由であるが故に自己規律が求められます。皆さんには大き

な可能性がありますが、ボーっと生きていると何にもならない可

能性も同じくらいある。コロナ禍のせいにして勉学を疎かにする

人と、他人に差をつけるチャンスと捉え真摯に学問に向き合う

人とでは、後々大きな実力差がつきます。中央大学では實地應

用ノ素、すなわち不確実性の時代でも様々な変化にしなやかに

対応できる基礎力の高さを身につけて欲しいと思います。

　学問はスポーツや芸術と似ています。基礎の習得には地道

な努力が必要です。部活などで一見単純な基礎練習を日々繰

り返した人も多いと思います。でも、基礎を固めたからこそ、そ

れを自由に応用する楽しさが待っていたはずです。大学でも基

礎を学び、興味のある研究テーマを見つけ、学問の楽しさを実

感してください。

　なぜ富士山は高く美しいのか。それは裾野が広いから。自分

を高めるために、多くの経験を積み視野を広げてください。学際

性と国際性を特徴とする総合政策学部では社会問題の解決を

志向しますが、社会は多様で、変化も速く、複雑です。例えば、国

家対立の背後には、政治体制や経済政策などの違いだけでな

く、人種や宗教、歴史観の違いなど様々な要因があります。だか

らこそ、複数の学問から本質に迫るアプローチが有用なのです。

面倒なことに、一つの解決策が別の問題を引き起こすことがよ

くある。新型コロナ対策でも、人流を抑制する防疫と経済の活性

化という相反する施策のバランスが問われました。社会問題で

は、正解は一つとは限らず、正解がない場合も複数ある場合も

ある。白か黒かの単純な二択ではなく灰色も実に多い。さらに、

時代とともに正解が変わることさえある。だからこそ、複眼思考

とデータなどの証拠に基づく論理的な議論が重要なのです。

　人生に大きな影響を与えるのは、得てして先人の知恵が詰

まった書物か、人との出会いだと思います。大いに研究し、社

会勉強し、生涯の友人を得てください。中央大学での学生生活

が実り多いものとなりますように。

総合政策学部長

青木 英孝
AOKI Hidetaka
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Open a G
ateway to the W

orld

国際経営学部長

中迫 俊逸
NAKASAKO Shun-itsu

We would like to welcome all of you to the Faculty of 

Global Management at Chuo University, which we 

call GLOMAC. 

As you may know, our slogan at GLOMAC is “Be 

Ahead of the World.” Our hope is that you will 

become a leader in today’s global society, so we will 

do our best to provide education and research for 

you on management, economics, data science, 

global-area studies, and other related academic 

fields. We earnestly hope that you will bring benefit 

to the world and will work for the prosperity of 

society.

While you are here at GLOMAC, please make a lot of 

friends. We expect you will learn a lot from each 

other and will be able to see things from different 

cultural perspectives. Your four years of college life 

at GLOMAC will provide you a great opportunity to 

make life-long friends. We would like to encourage 

you to make many friends and with them enjoy the 

rich opportunities provided at GLOMAC.

Above all, please spend a meaningful college life so 

that you will be able to see how much you can grow 

in four years. We understand that it is not easy to 

open the gateway to the world, but please embrace 

the variety of rich opportunities we offer at 

GLOMAC. Our faculty members and office staff all 

wish you the very best in your studies and universi-

ty life, and we encourage you to learn as much as 

you can, so that you will be able to understand and 

appreciate the many different viewpoints and 

cultures of your classmates here at GLOMAC.

Ｃ
Ｐ
Ｓ 
： 〈
情
報
社
会
〉の
次
に
来
る
社
会
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　〈Society4.0〉である〈情報社会〉の次に目指すべき、次世

代の理想的な社会は〈Society5.0〉である、と政府は位置付

けています。〈Society5.0〉とは、仮想（cyber）空間と現実

(physical)世界とが結びついて、経済発展と社会問題解決と

の双方を達成する社会とされています。そこでは、多様な

ビッグデータが収集され、これが人工知能（AI）によって分析

されて、ロボットや人事採用等の様々な商品や役務等に利活

用されます。そのようなシステムがCyber-Physical System

（CPS）と呼ばれます。

　政府が目指すSociety5.0に於いては、〈情報〉がますます

高い価値を有することになります。故に情報は、既に世界的

にも現代の「石油」（oil）とさえ呼ばれています。皆さんが無

事卒業して働き始める頃には、この未来社会像が行き渡り、

情報の価値は今以上に高まっていることでしょう。しかし、

情報に価値があるからといって、石油のように無秩序に収

集・利活用すれば、あたかも温暖化と環境破壊を招いた愚を

繰り返すことに成るでしょう。すなわちプライバシーが保護

されず、AIが下した判断にヒトが服従させられるようなディ

ストピアが、既に懸念されているのです。

　このように将来像といわれるSociety5.0やCPSは、解明・

解決されるべき課題も多く内包しています。情報の収集・利

活用についていえば、皆さんのプライバシー権との折り合い

をつけねばなりません。AIの分析についても、ミスリーディ

ングな判断や、社会規範に反する判断に対しては、これを許

す訳には参りません。そして、そのような諸課題を解明・解

決する為には、CPSやAIの基本構造や欠点を理解すること

が必要になります。更に、プライバシーを守る個人情報保護

法の理解や、AIの判断に「No」といえる為の法や倫理や社会

規範等への理解も、同時に必要に成ります。

　幸い中央大学では、AI・データサイエンス全学プログラム

等を通じて、どの学部に所属していても上記を学ぶ機会が

あります。そのような機会を最大限利活用して、情報の仕組

みに関する基本的な理解のみならず、時代が変化して様々

な新興技術が世界を変革させても生き抜けるだけの普遍的

な考え方も身に着けて、社会に貢献できる有為な人材に

育って下さい。

国際情報学部長

平野　晋
HIRANO Susumu
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